












北 海 道 木 材 工 業 実 態 調 査              
昭和 27.28 年度分

─経営分析を通じて─[完]

森    山    誠    信

  財 務 状 況        
  前 2 回に渉って収益率と回転率について考察したが両比率とも資本構成及び資産構成に
より左右されるように考えられた。ここでは企業資本の運用及び調達の源泉を示す資産及
び資本の構成、相互関係の比較分析を通じて、企業経営の健合性と安全性について検討を
してみたい。
  資 産 構 成        
  資産構成は貸借対照表の借方に示される流動資産と固定資産の割合を％で示したもので
あり、構成割合は企業種類、景気変動によって異なるものである。

  第 9 表  資産構成  (％)

  27 年における全道平均の流動資産と固定資産の割合は、76.92％対 23.08％と 26 年の
77.01％対 22.99％とわずかながら、流動資産比率の減少を示し、28 年には 76.52％対
23.48％と、27 年とあまり変化を示していない。27 年度に流動資産比率の増加した地区は、
空知地区の 73.73％から 87.53％対であり、減少を示した地区は十勝、釧路地区の 74.98％
から 69.84％へである。産業一般製造工業(全国平均)についてみると、25 年から、26・27
年と設備投資が活発に行なわれた結果、著しく固定資産比率が増加し、第 9 表で分るよう
に 25 年 29％が 26 年には 42％、27 年 44％、28 年 47％と飛躍的に増加した。製造工業に
あっても 25 年 23％から 28 年 35％へと漸次増加を示している。木材工業にあっては、設備
内容が他種産業に比較して少額な上に設備投資が遅れたために固定資産比率は増加してい
ない。第 10、第 11 表は 27、28 年の流動資産と固定資産の構成比率を示している。



全道綜合貸借対照表  単位千円



区のみ自己資本比率が増加し他地区は減少している。28 年には十勝釧路、渡島、石狩後志
地区が低下している外は、自己資本比率は増加している。資本構成の推移についてみると、
25 年朝鮮動乱の影響によって自己資本比率 28.2％と回復のきざしを見せたが、26、27、28
年と悪化の傾向のみを示している。他人資本、自己資本の構成比率を 13、14 表で見ると、
他人資本中借入金（ほとんどが短期借入金）が 40％前後を占めて、借入金への依存度が、
大きなウェイトを示していることは、戦後の日本経済の一般的特徴とはいいながら、資

  第 13 表  他人資本構成比率  単位千買

  第 14 表  自己資本構成比率  単位千円

本力の弱小な中小企業にとって特に関心を払う必要がある事ではなかろうか。自己資本構
成については、資本金、再評価積立金が約 80％前後を占めて、構成の変化はおもに利益の
増減によるところが多い。資本構成について負債比率(第 15 表)をみることによって一層端
的に把握することが出来る。
  即ち 25年(全道平均で)254.62％と負債比率が21年以来最も良好な状態を示したが、─ 一
般的基準(100 以下が良好)からみると決して良好とはいえないが─ 27年には逆に522.81％
と最悪の比率を示し、28 年

  第 15 表

には 497.34％とやや回復した。しかし 28 年までの推移をみると、経済状勢が安定化の方向
に向いつつあるのに反して、資本構成においては未だ是正させるにいたっておらずむしろ
悪化の傾向を示している。
  産業一般、製造工業にあっては戦前比率に比較すると良好な比率ではないが、漸次是正
されつつある。主



  第 10 表  流動資産構成比率  (全道平均)単位千円

  これによると受取手形、売掛金などの売上債権が 27 年 28.3％、28 年 30.4％と大きな比
率を占めて資金繰りの苦しさを表している。棚卸資産も 30％前後を占めており、この約 1/2
が原料(原木)である。
  資 本 構 成        
  資産構成において、27,28 年度にはあまり大きな変

  第 11 表  固定資産構成比率 (全道平均) 単位千円

化を示さなかったが、この資産状態を齎した資本調達の状況を、自己資本と他人資本─資
本構成─との関係からみると、第 12 表のとおりである。産業一般にあっては 27 年他人資
本 64％対自己資本 36％と 26 年度に比較すると、自己資本比率は微落し、28 年 35％と更
に微落した。製造工業にあっては、26 年 31％、27 年 33％、28 年 34％と増加の傾向を示
している。本道の木材工業では 26 年他人資本 80.23％、自己資本 19.77％が、自己資本比
率 27 年 16.06％と減少し 28 年 16.74％とわずかながら増加した。地域的には 27 年空知、
十勝釧路地

  第 12 表  資本構成 (％)


